
第13回学会大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期日　平成17年７月２日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場　常磐大学

講演

「問われる教育力－自ら考える教師－」

　　講師　　髙久　清吉　　教育実践学会会長
　　　　　　　　　　　　　筑波大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　茨城大学名誉教授　　　　
　　　　　　　　　　　　　常磐大学大学院兼任教授

パネルディスカッション

「教師の教育力を問う　－今、求められる教師の力量－」

　　パネリスト　　　　南舘　忠智　常磐大学人間科学部教授・上越教育大学名誉
教授
　　　　　　　　　　　田沼　政志　茨城県教育研修センター指導主事
　　　　　　　　　　　藤田　絹子　茨城大学教育学部附属中学校教諭
コーディネイター　大内　善一　茨城大学教育学部教授　

自由研究発表１

時代を超える子どもの絵の普遍性
－研究論の分析から－
　　
平山　奈津季　　茨城大学大学院

学校教育と社会教育との具体的な連携方策について
－子供たちの「生きる力」を育む観点から－
　　
森島　彰俊　　　元水戸市立浜田小学校・元常磐大学大学院修士課程

目に見えないものの大切さに気づく生徒指導の具体的展開
－眼聴耳視－
　　
柏　　頼英　　　常磐大学講師

　　武子昭宗　　　　常磐大学非常勤職員

自由研究発表２

高校改革と特色ある学校づくりの方策
－「教育形態上の特色化」と「教育内容、方法上の特色化」の結びつき－



　　
森山　賢一　　　常磐大学人間科学部

南極観測隊員との交流を通した授業実践
　　
千葉　雄司　　　慶應義塾幼稚舎

　　森山　賢一　　　常磐大学人間科学部

教育課程基準の見直しと個に応じた指導
　　
伊東　　健　　　常磐大学講師

自由研究発表３

地域の特性を生かした新エネルギー教育の実践について
　　
板橋　夏樹　　　玉造町立玉造中学校

学校生活不適応行動に対する予防的な援助の在り方
－ストレスに対する自己コントロール能力を育てるためのスキルトレーニングを
通して－
　　
山口　広美　　　友部町立友部第二小学校

好ましい人間関係をつくり生徒が主体的に活動する生徒指導の在り方
－生徒相互が支え合うピア・サポート体制づくりの取り組みを通して－
　　
酒寄　亨一　　　水海道市立水海道中学校

ワークショップ１

チーム援助の発想と実践
－特別支援教育との関連から－
　　
山口　豊一　　　跡見学園女子大学

ワークショップ２

教科書の児童画にみる教育要求とそのレベルの変化
－どう乗り切る！平成児童画マンネリズム期－
　　
向野　康江　　　茨城大学教育学部


